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れぞれ、紅旗民俗村（2004 年）、金達萊民俗村（2006 年）、百年部落（2009 年）で
ある。民俗村におけるフィールド調査から文化的観光デザインの形成要素を明らか
にし、その特徴と現状についてまとめた。	






















百年部落は、2009 年に 15 年の韓国労務を終え、帰郷した村民の金京南氏の動き






































1. 全域観光とは、観光産業を中心とした地域発展。2016 年 12 月 26 日、中国国家
観光局は「第 13 次５カ年計画（十三五、2016-2020 年）観光業発展計画」を発
表した。観光業発展を推進する方針として、全域観光の実現を促進。（出典：中
国網、Japanese.CHINA.ORG.CN、中国が「十三五」観光業発計画を発表「全域観





































































































以上の地域で仁孝が半分以下に検証すると予想されている。2018 年 2 月、中国全国













齢者社会が進み、特に農村地域における高齢少子化が深刻である。2006 年 OECD が
発表した「The	New	Rural	Paradigm」で見られるように、農村は資源豊かな「可能
性のある新たな田舎」として期待されていて[注６]、アメリカ出身の投資家である
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では、全国 646 村が選ばれ、2013 年の第二回では、全国 915 村が選ばれ、2014 年の
第三回では、全国 994 村が選ばれ、延辺では、図們市月晴鎮白龍村と石岘鎮水南村
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2003 年(12 村)、 
2005 年(24 村)、 
2007 年(36 村)、 
2008 年(36 村)、 
2010 年(61 村)、 
2014 年(107 村)、 
合計 276 村 
2012 年(646 村)、 
2013 年(915 村)、 
2014 年(994 村)、 
2016 年(1598 村)、 
合計 4153 村 
2014 年(340 村)、 
2017 年(717 村)、 


































1.2.  研究対象 
 




787.7km2の中、中朝国境線は 541.7	km2、中露国境線 246	km2である。面積は 43.474km2、
総人口数 214.6 万人の中、	朝鮮族の人口数は 77.8 万人で、全州総人口の 36.3%を
占め、全国朝鮮族総人口の 43%を占めている[注 17]。	








 中国 ー観光 > 		保護 
 日本 ー 行政保護 
文化継承 




























































































	 	 2014 年には、国家民俗委員会の「第一回中国少数民族特色村」[注 29]に選定され、政
府からの補助金も得るようになった。2015年には、伝統村落保護発展委員会が主催した「第
三回中国伝統村」[注 30]に選定され、図們市の観光局の認定を得て歴史文化遺産の観光地

































































































































      ・研究対象と調査対象 
 
研究の目的 ・移住史から見る朝鮮族の共同体意識に関する研究 
     ・民俗村における文化的観光デザインに関する研究 
     ・伝統文化と民俗文化の資源化に関する研究 
     ・村民主体とする民俗村の運営に関する研究 
 
用語の定義・「伝統村」、「民俗村」、「文化（伝統文化、民俗文化）」  
      「観光デザイン」、「文化的観光デザイン」 
朝鮮族の移住史 ・移住初期：1860〜1910 年  
        ・移住中期：1910〜1930 年 





























































































































































































































 Tourism についての現代的な定義は、1990 年代に広く推進され始めた UNWTO（United	











	 この Tourism の語は、『New	English	Dictionary』によると『Sporting	Magazine』(1881
年)という雑誌に、初めて用いられたといわれる[注 64]。	
	 Tourism が、単語として確立された時期は、イギリスににおいて 1760年から 1830 年にか
けて進展した産業革命があげられる。産業革命は、「交通革命」とも呼ばれる移動集団の飛
躍的な発達をもたらした。1804 年、トレビシックによる蒸気機関車の発明、スチーブンソ

















		 1979 年、中国の旅行事業の発展計画が開始した。同年 7月、鄧小平が黄山を視察する際
に「黄山観光発展についての計画が必要」として、旅行事業についての発展計画が必要であ
るとした。国家旅遊総局（中国旅行遊覧事業管理総局）は「1980—1985 年旅遊事業発展計画
（草案）」（中国語:关于 1980 年至 1985 年旅游事业发展规划）を考察、これは新中国成立以
 34 
降、最初の旅行事業計画である[注 67]。	











規定されるようになり、観光地のレーティングは A(1A 級)から AAAAA（5A級）までで
あり、最高グレードである AAAAA（5A 級）の観光地は世界を視野に入れ、AAAA（4A 級）
は国家級というレベルになっている[注 68]。2007 年から 2010 年まで、選定された
5A 級観光地は 76 個所である[注 69]。	
（４）アウトバウンド・インバウンド旅行産業の計画時期（2011 年-）は、消費型海外旅行
（アウトバウンド）が振興、国内においては体験型観光（インバウンド）が進行する。
2017 年 8 月まで、全国の 5A級観光地は 249 個所である[注 69]。2016年、国内観光客
延べ 44.4 億人、前年度と比べ 11％増加した。インバウンド観光（香港、マカオ観光
客含む）客数は、延べ 1.38億人、前年度と比べ 3.5％増加、アウトバウンド観光客は、









22 億人、海外旅行者は 1500万人に達しているが、来訪外客数が 330 万人と格差が広がって
























































































































































































老齢工作委員会ホームページを参照、www.cncaprc.gov.cn、参照日：2018 年 2 月
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21. 中国観光景区の等級は 5A、4A、3A、2A、1A の 5段階に分けられている。最高級が 5Aラング
で最低ランクは 1Aラングである。	





25. （朝鮮語）紅玉：金達萊村—中国朝鮮族民俗第一村、吉林新聞・朝鮮語版、2011 年 8月 8日、
http://www.jlcxwb.com.cn	
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12 月）、鳳凰視頻（2012 年 9月）、韓国	—	KBS1（2013）	




30. 2015 年、「第３回中国伝統村落」では、全国 994 個の村落が選定され、吉林省では４個、
延辺では２個選定されたが、それぞれ、図們市白龍村と図們市水南村である。	










































http://www.wikipedia.org、参考日：2017 年 12 月 9 日）。成書時期は西周時期の紀元
前 1046 年〜紀元前 771 年であり、現在の陝西西安を中心としていて、華夏族（漢民族
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図１. 高句麗時代（紀元前 37-668 年）の 
延辺地域（赤い◯マーク） 
出典： Wikipedia（2017.10.7）、編集：筆者 









53 万人、このうち半島民は 40 万余、満州国籍 11 万 6 千人、日本人約 7 千人の構成
であったという[注 11]。1942 年には、半島民の人口が 62 万余にまで増加していて、















2.2.1. 移住初期（1880〜1910 年）の社会的背景   
 
 














図５. 20 世紀頭の朝鮮人移住民[注 13] 





























































2.2.2. 移住中期（1910〜1930 年）の社会的背景 





戸数 人口 戸数 人口 
1910 200 21200 109500 4570 33500 
1911 170 24300 126000 4650 35200 
1912 200 27700 143000 4820 36000 
1913 240 31200 161500 5100 36900 
1914 230 33500 178000 6200 38100 
1915 295 34200 182500 6230 38500 
1916 551 33917 183426 7177 43896 
 
表 2. 1910〜1921 年代間島人口成長率[注 20] 
年度 
朝鮮人 中国人 
年末人口 年内増減 毎年増減率 年末人口 年内増減 毎年増減率 
1912 163000 - - 49000 - - 
1916 203426 （＋）40426 0.199 60896 （＋）11896 0.195 
1918 253961 （＋）50535 0.198 72602 （＋）11847 0.162 
1919 279150 （＋）25189 0.090 - - - 




表 3. 1910〜1920 年朝鮮人移住民増長状況（人数）[注 21] 
地域 1912 年 1913 年 1914 年 1915 年 1916 年 1917 年 1918 年 1919 年 1920 年 
北間島 
(現延辺) 
24273 7202 6442 5042 4208 7718 13843 11703 8333 
西間島 19145 9312 1928 6057 5000 4995 19595 25372 7235 
ほか 6354 2083 2251 2181 4285 6198 3189 7209 6643 
合計 49772 18597 10621 13280 13493 18911 36627 42284 22211 
 
表 5. 延辺四つの県での帰化と非帰化の朝鮮人戸数と人口（1928 年 2月）[注 22] 
県名 
（図 2） 
帰化者 非帰化者 計 
戸数 人口 戸数 人口 戸数 人口 
延吉県 
（現在延吉市） 
1581 8859 29621 176626 31203 185485 
和龍県 
（現在和龍市） 
5561 32759 12918 85513 18479 118272 
汪清県 758 4576 4598 27310 5356 31866 
琿春県 
（現在琿春市） 
1264 7545 7198 38826 8462 46371 
計 9164 53739 54335 328275 63499 382014 
 
表 4. 1921〜1929 年間島朝鮮移民と漢族移民移動比較表[注 22] 
年度 
朝鮮移民 漢族移民 
年末人口 年内増減 年増減率 年末人口 年内増減 年増減率 
1921 307806 +28656 0.092 73746 +1144 0.016 
1922 313806 +16000 0.049 70698 -3048 0.043 
1923 313011 -795 0.002 77709 +7011 0.090 
1924 329391 +6380 0.019 82730 +5021 0.061 
1925 346194 +16803 0.049 82472 -258 0.003 
1926 356016 +9822 0.028 86349 +3877 0.045 
1927 368817 +12811 0.035 94960 +8611 0.091 
1928 382930 +14103 0.038 100165 +5205 0.052 






















・1913 年、東洋拓殖株式会社（以下、東拓）が朝鮮半島の肥沃農地[注 24]を約 46、














図９. 20 世紀 30年代、中国東北部（満州）に集団移住している朝鮮人[注 27] 
図 10.水田農業をしている移住朝鮮人[注 28] 図 11.水田農業をしている 
移住朝鮮人[注 28] 













2.2.3. 移住後期（1930〜1945 年）の社会的背景 
 
 
	 移住後期には、朝鮮人移住者の帰化が増えてきた（表 6）。表 7 の小村落の形成状





表 6. 1930 年間島の朝鮮人帰化概況[注 30] 
領事館名 間島 局子街（延吉市） 百草沟（汪清県） 琿春（琿春県） 合計 
戸数 3168 977 703 2222 7070 
人数 19367 2595 4191 13806 39959 
 
      表 7. 1932 年、1戸〜20戸以内の小村落の形成状況[注 31]     単位：戸 
戸数 1〜5戸 6〜10 戸 11〜15戸 16〜20戸 合計 
朝鮮族村 480 900 349 265 1994 
漢族村 1090 420 60 24 1594 














図 13.  20 世紀 30〜40 年代、朝鮮人集団移民者、開拓民[注 32] 







朝鮮人は 48、839 人で、毎年平均 16、279 人が移住した。満州事変後の 1933〜
1936 年までの三年間に満州へ移住した朝鮮人は 214、387 人で、毎年平均 71、462
人が移住した[注 37]。満州事変後は以前と比べ朝鮮人移住民は 4 倍以上増加して
いる。	
・新規入植は、1937 年から毎年 1 万戸、5 万戸の朝鮮人のみ満州に移住させれこと
で、15 年の間に 5 万戸、75 万人を間島と東辺道地域[注 38]に定着させる政策で
あった[注 39]。	
・1932 年、朝鮮農民と漢族農民は山区に散居していた。多くは 20 戸以下の小村落
出会った（表 7）。	
・1932 年、延吉、和龍、汪清、琿春 4 つの県の全人口は 565、086 人のなか、朝鮮
人移住民は 411、735 人、全人口の 73％、漢族・満族等の民族は 146、600 人、全
人口の 26%である。[注 40]	
	










表 9. 1860 年代〜1945 年までの朝鮮人移住の変遷 





































































表 10. 朝鮮族コミュニティ共同意識の変遷[注 50] 








1947  土地改革、土地所有[注56] 
 互助合作、集団化[注57] 
1958〜1961 大躍進運動[注58] 




















































	 延辺年鑑によると、新中国成立の 1949 年、延辺における朝鮮族の割合は約 63%であった。




































































































































































































































































































































図１.長白山を源流とする三つの江、 図們江、 鴨綠江、 松花江 





























































2016 年 8月（１回）、 
2017 年 5月（２回） 
2016 年 3月（１回）、 
2016 年 8、9月（３回）、 
2017 年 4、5月（２回） 
2016 年 2、3月（３回）、 
2016 年 8、9月（４回）、 













































	 長白山（図３、４）は、中国と北朝鮮の国境地帯にある標高 2、744m の火山である。最初





2007 年には国家 5A級観光景区に指定された(表 2)。	
	 長白山観光景区を訪れる観光客は年々増加している。年間観光客の人数から見ると、1980
年には約 3万人だったが、1990年には約 10 万人、2000 年には約 24 万人、2006 年には約 70











図３.長白山天池 冬、2013.8 [注 12] 図４.長白山天池 夏、2017.6  [注 12] 
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表 2. 長白山の歴史的変遷 





























1992年8月 国際自然保護連合（IUCN） A級自然保護区 
2003年 中国国土経済研究会 「中華十大名山」 








































に出かける。1985 年、村の人口は 458人[注 20]であったが、現地調査から現在は約 100 人
の村民が生活している。	

























































図 11.紅旗村民俗館 2017.5 









なく、2016 年と 2017 年も政府との共催がうまくまとまっていなっかったため開催
していない。村長のインタビューによると、今後の開催計画もまだ決定していない
という。	
















      出典：吉林新聞 2007 
図 14.紅旗民俗村・食事しながら 

















図 15.紅旗民俗村の屋外商売店、2017.5 図 16.紅旗民俗村の屋内記念品コーナー、2017.5 

























金達萊村の建設を行った。2014 年和龍年鑑によると、戸籍上の金達萊村人口は 1269 人、457
世帯であると示しているが、村長のインタビューからは、約 300 人の村民が定住していると
いうことで、村の空洞化状況が深刻であった。	












	 金逹萊民俗村は周辺観光地の発展により形成されている民俗村である。約 7km 距離に旧
































 金逹萊民俗村には、企業が運営している記念品販売ショップが 10 箇所以上ある。
３箇所は総合記念品販売ショップであり（図 24）、そのほかは外部運営者（個人経
営）が場所を借り、様々な民俗商品を販売している(図 25)。ここでは、他の民俗村	
図 21. 第五回金達萊文化観光祭、2012、[注 34] 
図 22. 第九回金達萊文化観光祭・村民に
よる洞簫と長鼓の民俗芸能、2017.4 












図 29.金達萊民俗村入口、2017.4 図 30.金達萊文化観光祭・期間限定屋台、2017.4 


































































の栽培をしていたという。1980 年代から 90 年代にかけては、土地が個人所有になり、個別
農業を行なっていたが主に、米とトウモロコシ生産を行っていた。1990 年代後半から、海
外の出稼ぎブームにより、朝鮮族は土と離れ、農業は主に漢族が行うようになる。	
	 実際、現地調査では、村民は村の活動室に集まり花闘[注 35]（図 32）を楽しんでいて、
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公演は、民俗村の営業期間の 4 月から 10 月まで行っていて、毎日、朝 8 時から夜
６時まで行っている。演奏する音楽は、主に延辺歌謡を演奏し、演奏している曲は




























 紅旗村 金達萊村 白龍村 
村民人数 
（戸籍上/定住者） 
約 400 人/ 
約 150 人 
約 1300 人/ 
約 300 人 
約 300 人 /  
約 90 人 
空き家比率 62％ 75％ 70％ 








村民の活動室 なし なし あり 
村民の共同体 弱い 弱い 強い 
 









 紅旗村の紅旗民俗村 金達萊村の金達萊民俗村 白龍村の百年部落 
形成時期 2003 年 2006 年 2009 年 
営業期間 通年 4〜10 月 4〜10 月 
運営主体 企業 企業・村委員会 村民 
所有者 村委員会（政府） 村委員会（政府） 個人（金氏） 







非常に強い 強い 弱い 
文化観光祭 
2006〜2009 年、2013〜2015 年 5 月
（政府・企業主催、１日） 
2006〜2009 年 4月末（明岩村、政府
主催、１日）、2012〜2017 年 4 月末
（2013年除く、政府主催、５日前後） 
なし 
入場料 なし なし あり（20元） 
観光客人数 
最盛期 7〜8月：平均300 人/日、 
最盛期以外の時期：平均 100 人/日 
文化観光祭時期：約4万人(5日間)、 
文化観光祭以外時期、平日：約 50人
程度、週末：約 100 人程度 
平日：平均 150 人/日、 
週末：平均 250 人/日 
観光客滞在時
間 
１〜２時間 １〜２時間 ２時間から２日 







































































































































































終了時期の 1980 年代までを社会的混乱期，UNDP 図們江地域開発会議が開催された 2000 年
代を観光産業注目期，長白山開発が始まった 2000年代後半からを民俗村における文化観光
の発展期とした。	







































































































































































注:○伝 =伝統文化，○芸 =民俗芸能，○商 =商業型観光活動，○村 =村民の参与，表 5 を参考，表示の参考例:百年部落○伝 1=百年部落伝統家屋 
朝鮮族移住期   社会的混乱期       観光産業注目期                文化観光発展期             
 
時期 





















































































































































































































































































































































































































































































12 月 2 日、https://www.nri.com/jp/news/2015/151202_1.aspx、参照日：2018 年




7. （中国語）郑彬：国家観光局―2020 年観光産業の直接就職する人数は 3300 万人まで
増加する、中国経済網、
http://www.ce.cn/xwzx/gnsz/gdxw/201707/03/t20170703_23997419.shtml、参照日：2018
年 3月 2日	 	  
8. （中国語）国家観光データセンタ （ー中国語：国家旅游数据中心）：2017 年全年旅游市场及
综合贡献数据报告、http://www.cnta.gov.cn/zwgk/lysj/201802/t20180206_855832.shtml、














16. 2017 年 3月現在韓国（ソウル、濟州島、釜山、慶洲）、日本（大阪）、ロシア（海參威）、
北朝鮮（平壤）、2017 年 3月現在。	









22. （朝鮮語）キムヨンジャ（김영자）：第 1 期	「中国朝鮮族第一村」民俗観光祭を開
催	、吉林新聞、2006 年 6 月 1 日	
23. 2008 年、「第１回国家級生態村」では、全国 24個の村が選定され、吉林省では紅旗村が唯
一である。	
24. （朝鮮語）ヨンパ（영파）：写真から見る「中国朝鮮族第一村」民俗観光祭、吉林新聞、
2006 年 6月 1日	
25. （朝鮮語）チェジョンロク（최정록）：民俗村建設に老人達の役割、吉林新聞、2006





29. （朝鮮語）ホンオッ (홍옥) ：金達萊村 —中国朝鮮民俗第一村、吉林新聞、
www.kr.chinajilin.com.cn、2011 年 8月 8日	
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30. 2013 年、「第３回中国魅力村」では、全国 10個の村落が選定され、吉林省延辺朝鮮族自
治州では唯一選定された。	
31. 2014 年、「第１回中国少数民族特色村」では、全国 340 個の村が選定され、吉林省では９
個、延辺では５個選定されたが、それぞれ、図們市白龍村、琿春市防川村、和龍市金達萊
村、安図県茶条村、安図県奶头山村である。	




www.blog.daum.net/kh6599/7173433、2006 年 5月 10日	
34. （朝鮮語）キンソンゴル（김성걸）、アンサングン（안상근）：写真からみる和龍市金達萊




http://itbbs.pconline.com.cn、2011 年 6月 17 日	
37. テレビ放送：中国	—	CCTV（2011 年 11 月、2012 年９月、2013 年２月）、浙江衛視（2012 年





40. 2006 年 9 月，国家文化部の文化事業と文化産業を推進。	
41. (朝鮮語)キムジュンファン（김지환）：観光産業を国民経済の主力産業として，延辺日
報，	www.iybrb.com/news，2007 年６月１日	
42. 2007 年 2 月，国務院の少数民族の経済発展を推進。	
43. 韓国法務部：登録外国人現況，2010	









































































辺朝鮮族史	 下」[注 5]、国立国語院編の「韓国伝統文化事典」[注 6]を参照した。現地調




























































































































































ぜ飯）、30元、2017.4    
図９.百年部落、イプサルベンセ（糯米餃子）、魚
炒め、野菜煮込み、120 元/3 人 、2013.6 
図 10.金達萊村キムチ、一袋/10 元 [注 27] 













	 朝鮮族服飾は、2008 年の国家級無形文化遺産[注 28]に登録された。韓国では韓服、北朝
鮮ではチマチョゴリというが、本稿では朝鮮族服飾（中国無形文化遺産での名称）と称する。
古朝鮮時代（紀元前 108 年以前）に草衣生活から衣装文化に進展した。その後、朝鮮族服飾








































図 18.金達萊民俗村、朝鮮族伝統婚礼、2016 図 19.紅旗民俗村、朝鮮族伝統婚礼体験、200 元 
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4.4.  民俗村における民俗芸能の資源化 
 










図 20.朝鮮族ぶらんこ、2014、[注 29] 









































（短期イベント）、       
2017.9 
図 26.百年部落、象帽舞




ベント）、2017 [注 30] 
図 28.紅旗村、屋内公演（長期イベント）、 
120 元/1 人（食事含）2016 











































伝統式   ● 
模倣式 ● ● ● 
伝統食 
ビビンパ（混ぜ飯）  ●  
サムゲタン（參雞湯）  ● ● 
ダッコム（若鶏栄養飯）  ● ● 
キムチ ● ● ● 
チゲ（味噌入れ等の汁類）  ● ● 
サム（ご飯と野菜包み） ● ● ● 
ジョン（チジミ）  ● ● 
味噌・コチュジャン（発酵調味料） ● ● ● 
トック（餅） ● ● ● 
冷麺  ●  
スンデー（米腸） ● ● ● 
イプサルベンセー（糯米餃子）   ● 
朝鮮族 
服飾 
貸与   ● 
従業員着（公演） ● ● ● 
伝統風俗 
朝鮮族婚礼 
結婚式   ● 
体験 ●   
端午[注 32] ● ● ● 







朝鮮族ぶらんこ ● ● ● 
朝鮮族板跳び ● ● ● 
シルム ◎ ◎ ◎ 
ユンノリ  ◎  
打ち餅  ● ● 
「歌舞」
型 
民謡 ● ◎ ● 
朝鮮族農楽・象帽舞 ◎ ◎ ◎ 
伽耶琴（弦楽器） ◎ ◎ ◎ 
洞簫（管楽器） ● ◎ ● 
長鼓（打楽器） ● ◎ ● 
太鼓（打楽器） ● ◎ ● 
銅鑼（打楽器） ◎ ◎ ◎ 
扇の舞 ◎ ◎ ◎ 
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23. 高麗，李氏朝鮮王朝時代の官僚機構・支配機構を担った身分階級のこと。	 	 	











31. テボルムは満月（月が一番明るい日）、陰曆 1月 15 日で朝鮮族の体表的な名節の一つであ
る。民間風俗で、神聖な月を見ながらその年の農作と人々の健康を祈る風習である。伝統
的な農耕社会だった延辺では、元旦（陰曆 1月 1日）から 15日間休み、過ぎると再び農作
業をする生活を送った。	
32. 端午は、旧暦 5月 5 日、朝鮮半島の三代名節の一つである。種まきを終えて豊作を願う農
民が新しい服に着替えお祝い事をする。端午に行う遊びとして、ぶらんことシルムがある。	




























5.3. 調査の結果  

































 百年部落の営業期間は初春の 4月中旬から晩秋が終わる 10 月中旬（国慶節）までである。
調査時期は、運営期間の前期と後期、二年に渡り 2回行った。調査の日付は以下である。	
	 一回目（運営後期）：2016年 8 月 23,24,27,28 日、9月 19,20 日。	




















































性別 男性 女性 
人数 11 人 25 人 
図１. 回答者の性別 
表 1. 回答者の性別 
表 2. 回答者の年齢別構成 
年齢代 10 歳代 20 歳代 30 歳代 40 歳代 50 歳代 60 歳代 

































同行人関係 家族 友人 同僚 同級生 




















民族 漢族 朝鮮族 その他（韓国人） 
人数 27 8 1 
表４. 回答者の同行人人数 
同行人数 2 人 3〜4 人 5〜6 人 7〜8 人 9 人〜 


































	 回答者の男女別構成は、女性 65％（13 人）、男性 35％（7人）で、第一回目の調査と同様
に女性の比率が多い。（図７、表 7）	
表 6. 回答者の居住地域 
居住地域 延辺 他地方 外国（韓国） 


















65% 表 7. 回答者の居住地域 
性別 男性 女性 


















図 8. 回答者の年齢別構成 
年齢代 10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代以上 
年齢 0 6 4 5 5 0 
 
表 9. 回答者の同行人関係 
同行人関係 家族 友人 恋人 同僚 同期 





















 回答者の民族別構成は、漢族が 70％（14人）、朝鮮族が 30％（6人）である。一回目（9
月）調査と同様に朝鮮族の観光客より漢族の観光客が圧倒的に多い、朝鮮族の観光客は前回
の 22％よりすこし多いことがわかる。（表 10、図 10） 
（５） 居住地域 
 回答者の居住地域は、延辺からの観光客は 65％（13 人）、他地方 30％（6人）、吉林省の
観光客は 5％（1 人）である。一回目（9 月）の調査では、64％の回答者は他地方の観光客
で、延辺は 33％であったことから、5月は地元の観光客が多く、9月は長期滞在可能な他地
方の潜在観光客であると推定できる。（表 11、図 11）	
表 10. 回答者の民族別構成 
民族 朝鮮族 漢族 
人数 6 14 
 





表 11. 回答者の居住地域 
居住地域 延辺 吉林省（延辺除外） 他地方 














 ２回の調査から見ると 20 代から 50 代の幅広い観光客が訪れることが確認できた。しか
し、一回目の調査は夏休み中（8、9月）であることから 10 代の学生（3人）が来訪してい
て、60 代の高齢者（5人）も来訪していて、回答者全体の 18％であった。二回目の調査（5


















































表 12. ２回の調査における回答者の属性の比較表 










男性 31％(11 人) 35％（7人） 28 人 
女性 69％(25 人) 65％（13人） 38 人 
年齢（人数） 
10 代 11％(3 人) 0 3 人 
20 代 22％(6 人) 30％（6人） 12 人 
30 代 21％(6 人) 20％（4人） 10 人 
40 代 7％(2 人) 25％（5人） 7人 
50 代 21％(6 人) 25％（5人） 11 人 
60 代以上 18％（5人） 0 5 人 
同行人関係 
（人数） 
家族 64％（23人） 50％（10人） 33 人 
友人 22％（8人） 25％（5人） 13 人 
同僚 8％（3人） 15％（3人） 6人 
同級生 6％（2人） 5％（1人） 3人 






2〜4人 26％（8人） 8人 
5〜6人 19％（6人） 6人 
7〜8人 13％（4人） 4人 
9 人以上 10％（3人） 3人 
民族別構成 
（人数） 
漢族 75％（27人） 70％（14人） 41 人 
朝鮮族 22％（8人） 30％（6人） 14 人 
その他（韓国） 3％（1人） 0 1 人 
居住地域 
（人数） 
延辺 33％（12人） 65％（13人） 25 人 
他地方 64％（23人） 30％（6人） 29 人 
外国 3％（1人） 0 1 人 





を以下にまとめた。性別に関しては女性 38 人、男性 28 人であった。年齢に関しては、一回











































































表 14. 回答者の来訪回数 
来訪回数 初回目 二回目 複数回 




	 回答者の約 90％の観光客が百年部落に対して「良い」評価である、その中の 28％の観光
客は「非常に良い」という評価であった。（表 15、図 13）	
 







表 15. 百年部落の観光満足度 







人数 10 22 3 1 0 
 
 






































































































表 16. 回答者の村民との交流 
村民との交流 あった なかった 
人数 17 19 
 















（６）  料金設定について 


















表 18. 料金設定の評価について 
料金設定 適切 安い 高い どちらでもない 
人数  18 10 4 4 
 
 
























































満足度 特に良かったこと 改善点 































表 20. 回答者の延辺の認知度 
延辺の認知度 よく知っている 少し知っている 知らない 


















表 21. 回答者による図們市の認知度 
図們市の認知度 よく知っている 少し知っている 知らない 
人数 9 8 3 
 















 回答者の 90％（18 人）が初めて百年部落に訪れていると答えた。二回目の調査では延辺
の観光客が多いことから近い距離ながら常連客が少ないことが確認できる。（表 23、図 20） 
表 23. 回答者の来訪回数 
来訪回数 初回目 二回目 複数回 
人数 18 1 1 
  








表 22 回答者による民俗村の認知度（延辺） 
民俗村の認知度 よく知っている 少し知っている 知らない 
 人数 7 9 4 
 










	 回答者の 75％（15 人）伝統家屋を「非常に良い」と答え、20％（4 人）が「良い」と答
え、観光客の大多数が伝統家屋に高い評価であった。（表 25、図 22）	
表 24. 回答者の交通手段 
交通手段 自家用車 タクシー バス 
人数 13 4 3 
 







表 25. 伝統家屋の評価 
























表 26. 景観・雰囲気の評価 






人数 12 6 0 2 0 
 
 

























表 27. 長期公演の評価 






人数 16 4 0 0 0 
 
 













































表 29. 衛生面の評価 




























人数 3 7 2 8 0 
 









人数 8 12 0 0 0 
 


























表 32. 休憩場所 
休憩場所 多い ある どちらでもない すくない ない 
人数 7 7 0 5 1 
 








表 34. 村民との交流 
村民との交流 多い すこしある どちらでもない ほとんどない ない 
人数 5 8 1 6 0 
 
















人数 1 12 0 7 0 
 






























表 35. 友人に進める意向 
友人に進める意向 ある ない どちらでもない 
人数 20 0 0 
 
表 35. 再度来訪する意向 
再度来訪意向 ある ない どちらでもない 
人数 17 0 3 
 











人数 評価が高い                        評価が低い 
長期公演 
16 4 0 0 0 
伝統家屋 
15 4 0 0 1 
景観・雰囲気 
12 6 0 2 0 
観光環境の 
安全安心面 
8 12 0 0 0 
衛生面 
7 9 2 2 0 
休憩場所 
7 7 0 5 1 
村民との交流 
5 8 1 6 0 
交通の利便性 
4 11 1 4 0 
設備面の評価 
1 12 0 7 0 
観光情報の 
充実面 







































































































































ト調査を行った。調査時期は 2016 年の８〜９月（運営後期は７月から 10 月まで）、
2017 年５月（運営前期は４月から６月まで）に行い、観光客の特徴と村民主体の民
俗村の運営現状と印象評価をまとめた。	






































































































                         2018 年 3 ⽉ 8 ⽇ 




































2.年齢	 A.10 歳以下	 	 B.10 歳〜20歳		 C.21 歳〜30 歳	 	 D.31 歳〜40 歳	 	 	 	
	 	 	 F.41 歳〜50 歳	 	 G.51 歳〜60歳	 	 H.61 歳〜70 歳	 	 	 I.71 歳以上	
3.性別	 A.女性			B.男性	
4.民族/国籍	 	 A.朝鮮族	 B.漢民族	 C.韓国人	 Dその他＿＿＿＿	
5.出身地	 A.延辺	 B その他（国名、省・市）＿＿＿＿	
6.現住地	 A.延辺	 B.韓国	 C.その他（国名、省・市）＿＿＿	
7.百年部落はどこで知りましたか？	 A.友人	 B.家族	 C.新聞	 D.テレビ	 E.ネット	 F.
その他＿＿＿＿	
8.誰と何人で来ましたか？	 A.家族＿＿人	 B.友人＿＿人	 C.会社同僚＿＿＿人	 D.恋人
＿＿人	 E.一人	 F.その他________人	
9.百年部落は何回めでしょうか？	 A.1 回目	 B.2回目	 C.3 回目	 D.4回目以上	
9-1		2 回目以上の方に聞きます。	
	 	 前回は何時、誰と来ましたか？＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿	
10.交通手段は？（前回の目的地から）A.自家車		 B.パス	 C.タクシー	 D.その他＿＿＿	
11.百年部落は見つかりやすかったですか？	 A.見つかりやすい	 B.見つかりにくい	 C.
その他＿＿＿＿	
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12.入場料 20 元は適切な料金ですか？	 A.高い	 B.安い	 C.普通	 D.その他＿	
13.展覧館は見ましたか？	 A.はい	 B.いいえ	
13-1	 A を選択した人の感想を教えてください。A.朝鮮族の移住歴史について勉強になった	





15.飲食に関する印象	 A.口に合う	 B.朝鮮族の食文化を体験できて嬉しい	 C.口に合わな




17.宿泊施設に関して	 A.寝心地いい	 B.	 寝心地が良く無い原因＿＿＿＿＿	 C.綺麗に整
理されている	 D.綺麗に整理されていない	 E.トイレが不便	 	
F.料金が高い	 G.その他＿＿＿__		
17-1 との部屋にお泊りでしたか？	
18.カフェに関して	 A.味が良い	 B.内装が良い	 C.眺めが良い	 D.家具が良い	 E.料金
が高い	 F.まだ利用したい	 G.その他＿＿＿＿＿	
18-1	 頼んだメニューは？_____________________________________	
19.朝鮮族老人の公演に関して	 A.非常に良かった	 B.良かった	 C.普通	 D.良く無い	 E.
非常に良く無い	 Fその他＿＿＿＿＿＿	
20.すべてのコーナーで一番印象に残るのは？	 A.展覧館	 B.百年伝統家屋	 C.食事	 D.




きて、とても良かった。	 A.そう	 B.どちらでも無い	 C.そうとは思わない	 D.その他＿＿
＿＿＿＿＿＿＿	
22.朝鮮族以外の人に聞きます。百年部落を通して朝鮮族の文化について知ることができ、




24.百年部落の良かった点	 A.環境	 B.村民(関係者)との交流ができ良い	 C.百年伝統家
屋	 D.食事がうまい	 E.体験コーナー	 F.老人による公演	 G.宿泊施設	 H.展覧館	 I.景
色	 J.見所が多い	 K.カフェ	 L.出費が低い	 M.その他＿＿＿	
25.	 百年部落の良くなかった点	 A.環境	 B.村民(関係者)との交流ができ良い	 C.百年伝
統家屋	 D.食事がうまい	 E.体験コーナー	 F.老人による公演	 G.宿泊施設	 H.展覧館	
I.景色	 J.見所が多い	 K.カフェ	 L.出費が高い	 M.その他＿＿＿	
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NO           2017／  ／    
1. 性别  ①男    ②女 
2. 年龄  ①12 岁～20 岁   ②21 岁～30 岁   ③31岁～40 岁   ④41 岁～50 岁   ⑤51
岁～60 岁   ⑥61 岁以上 
3. 民族／国籍   ①朝鲜族  ②汉族  ③其他         
4. 居住地 ①延边州               ②吉林省               ③其他省               
④其他国家             
5. 对延边了解吗？ ①非常了解  ②了解一点  ③不了解   
 5.1. 有什么印象？                                                                                    
6. 对图们了解吗？ ①非常了解  ②了解一点  ③不了解 
 6.1. 有什么印象？                                                                                   
7. 对民俗村了解吗？ ①非常了解  ②了解一点  ③不了解 
 7.1. 有什么印象？                                                                                   
8. 来访次数  ①第一次  ②第二次  ③第三次  ④四次以上 
9. 同行者  ①家族  ②朋友  ③恋人  ④同事  ⑤同学  ⑥其他       
10. 来到百年不落的交通方式  ①自驾车  ②打车        ③客车        ④其他       
11. 百年老宅  ①非常好  ②好  ③不知道  ④不好  ⑤非常不好 
12. 景观／气氛  ①非常好  ②好  ③不知道  ④不好  ⑤非常不好 
13. 公演活动  ①非常好  ②好  ③不知道  ④不好  ⑤非常不好 
 168 
14. 交通方面  ①非常便利  ②便利  ③不知道  ④不便  ⑤非常不便 
15. 卫生方面  ①非常干净  ②干净  ③不知道  ④不干净  ⑤非常不干净 
16. 旅游环境的安全(安心)方面  ①非常安全  ②安全  ③不知道  ④不安全  ⑤非常安全 
17. 旅游相关情报介绍方面  ①非常详细  ②详细  ③不知道  ④不详细  ⑤非常不详细 
18. 休息场所方面  ①多  ②有一点  ③ 不知道  ④少  ⑤很少 
19. 内部设施方面  ①非常完善  ②比较完善  ③不知道  ④不太完善  ⑤非常不完善 
20. 与当地人交流方面  ①交流多  ②有一点交流  ③不知道  ④几乎没有交流  ⑤完全没
有交流 
21. 再访意向  ①想再来  ②不想再来  ③不知道  
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